
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 重要文化財 木造十一面観音立像沿革誌編纂事業 

事業主体 

（連絡先） 

上島区 

事務局 電話番号 090-4461-7197  E - m a i l  kaccha-1949@po32.lcv.ne.jp 

担当者名 垣内 勝博 

事業区分 教育及び文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 935,960 円（うち支援金：657,000 円） 

（活動写真）

） 

①十一面観音沿革誌の発刊 200 冊 

②拝観者用リーフレットの作成 

③観音像の保護・保存に活用する 

④参拝者の増加により辰野町の観

光や町づくりに寄与する 

※自己評価【A】 

【理由】 

①先人の保護や奉賛のあゆみが明

らかなり、郷土愛が高まった 

②鮮明で詳細な写真により感動と

称賛の声が多数寄せられている 

【平成30年12月19日】 

会合 

 【目標・ねらい】 

 

①沿革誌の発刊 200 冊（118P）：多数の問い合わせあり。 

②拝観者用リーフレットの作成 1000 枚：写真が入り好評。 

③観音像の保護・保存に活用：先人のご苦労や保護・奉賛

のあゆみが明らかなり、郷土愛が高まった。 

④参拝者の増加により辰野町の観光や町づくりに寄与す

る：鮮明で詳細な写真を目の当たりにして、感動と称賛

の声が多数寄せられており、参拝者・特別拝観者の増加

が期待でき辰野町の観光や町づくりに寄与できる。 

 

 

 

十一面観音に関係する資料の収集及び調査・研究を行い 

十一面観音沿革誌を発刊する。（200 冊） 

1.区民、町民の誰が読んでも、観音様 695 年の沿革が分り 
易いような沿革誌を制作する。 

2.区内 70 冊・町内 16 区・町内小・中高等学校・大学 10
冊、町内外図書館他 32 冊、計 128 冊を配布する。 

3.区に 25 冊を保存し郷土学習・文化財の教本、教材とし 
て活用。残りは例祭・厄除け祈願祭・700 年祭等の参拝者
や郷土史家・研究者など希望する者に配布する。 

4.リーフレットを 1000枚作成し参観者の説明に活用する。 

5.平成 31 年度には「沿革誌の読み合わせ講座」を開き、

例祭・厄除け祈願祭時に参拝者や特別拝観に対応できる

説明者の育成を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育成人数目標は平成 32 年 4 月までに 6 人。 

ⅱ 沿革誌・リーフレットを活用して、例祭に合わせ

て区内小中学生に十一面観音物語等の話を伝え、

歴史・文化の伝承をはかる。（自分の家が火事で燃

えているのも顧みず観音様を救い出した話など） 

ⅲ 辰野町小中学校新任教職員研修、伊那シニア大学
研修、特別参観者・招待者等の郷土学習・文化財
の教本、教材として活用する。 

  3）広報たつの・地元新聞にて PR し希望者と拝観者
に 74 冊の販売を予定。 

 ３.十一面観音の拝観者用リーフレット等の改訂 

  一般参拝者・特別参観者用に 1,000 枚作成して説明の
一助とする。 

  例祭・厄除け祈願祭時の放送文面を改訂して活用す

る。 

  収蔵庫脇「重要文化財十一面観世音菩薩略縁起」を改

訂する。 

４.スケジュール  
  ・4 月～8 月、沿革誌の資料調査・検討・作成を行う。 
  ・6 月・9 月・10 月、三浦孝美氏（辰野町教育委員会

生涯学習課に勤務し辰野町誌の編纂や上島十一面

1.「沿革誌の読み合わせ講座」を計画し、特別拝観や例祭・厄除け祈願祭時の参拝者に対応でき

説明者の育成を行う。紙の資料説明からパワーポイントを使用して説明内容を標準化する。 

2.例祭時、沿革誌を使い小中学生に十一面観音物語等の話しを伝え、歴史・文化の継承をはかる。 

3.沿革誌の残りについては、例祭・厄除け祈願祭・予定されている 700 年祭等の参拝者や郷土史

家・研究者など希望する者に配布する。 

 


